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夏 号

向
暑
の
み
ぎ
り
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お
元
気
で

お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
富
山
大
学
脳
神
経
外
科

教
室
の
初
代
教
授
、
高
久
晃
先
生
よ
り
「
医
師
に
必
要
な

も
の
は
、
感
受
性
だ
」
と
ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
を
覚

え
て
お
り
、
ず
っ
と
そ
の
考
え
方
を
大
切
に
し
て
き
ま
し

た
。
医
師
に
限
ら
ず
だ
れ
に
と
っ
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

感
受
性
が
優
れ
て
い
な
い
と
、
過
去
の
経
験
や
情
報
の

多
さ
を
も
っ
て
し
て
も
正
し
い
判
断
が
で
き
ま
せ
ん
。
若

者
は
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
る
の
が
う
ま
い
が
、
中
高

年
の
我
々
は
、
判
断
や
決
定
能
力
が
優
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
人
生
は
多
く
の
場
面
で
正
し
い
判
断
を
要

求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
成
功
の
多
さ
が
よ
い
実
績

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

し
か
し
現
代
は
、
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
よ
う
で
す
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
か
ら
の
情
報
が
多
い
「
過
剰
負
荷
環
境
」
の
中
で
、

「
決
断
疲
れ
」
を
起
こ
し
、
自
覚
の
な
い
う
ち
に
そ
の
疲

れ
が
蓄
積
す
る
「
ス
テ
ル
ス
性
の
ス
ト
レ
ス
」
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ

1
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
量
は
、
17
世
紀
の
平
均
的

な
イ
ギ
リ
ス
人
が
一
生
か
か
っ
て
触
れ
る
情
報
量
を
上
回

る
と
い
う
説
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
は
、
毎
朝
同
じ
服
、
同
じ
靴
で
出
か
け
て
い
た

福

田
　

修

病
院
長

感
受
性
と
判
断

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、自
分
に
と
っ

て
優
先
度
の
低
い
こ
と
に
「
選
択
す
る
」
と
い
う
時
間
・

労
力
を
割
か
ず
、
そ
の
分
の
脳
の
リ
ソ
ー
ス
を
、
よ
り
重

要
な
選
択
の
た
め
に
回
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
た
そ
う

で
す
。（
週
刊
新
潮
：
明
治
大
学
法
学
部
教
授
堀
田
秀
吾
氏
）

情
報
の
多
さ
＝
善
と
も
言
え
な
い
時
代
に
な
っ
て
き
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ど
こ
か
で
、
感
性
、
判
断
の
間
違
い
に
よ
り
、
寿
命
を

縮
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
し
て
い
な
い
か
、
時
に
不
安
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
我
が
国
で
の
死
亡
に
関
す
る
危

険
因
子
は
統
計
的
に
、１
位
：
喫
煙
、２
位
：
血
圧
、3
位
：

運
動
不
足
、
４
位
：
高
血
糖
、
５
位
：
塩
分
摂
取
、
６
位
：

飲
酒
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
配
慮
す
る
こ
と

は
正
し
い
判
断
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
押
さ
え
て
お
き
た
い

と
こ
ろ
で
す
。



検査項目 項目説明
高 高いとき
低 低いとき

HbA1ｃ

ヘモグロビンとブドウ糖が結合した
もので、血糖値が高くなると増加し
ます。過去1～ 2か月の血糖値の平
均的な状態を見ることができます。

高 糖尿病など

低

Na
（ナトリウム） ナトリウムは体の水分調節を、カリ

ウムは筋肉や神経の働きを、クロー
ルは体内の各組織に酸素を供給する
上で役割を持っています。この検査
では、体液中のイオン濃度を調べて
バランスの崩れを見ています。

脱水状態、腎炎、腎不全、副
腎皮質機能異常、尿崩症など

K
（カリウム）

Cl
（クロール）

CRP 身体の中に炎症や感染、組織の損傷が
あった時に血液中に増える蛋白です。

高 炎症や感染があるとき

低 健常人は、0.3以下です。

TG
（中性脂肪）

血液中の中性脂肪です。高くなると
コレステロールと同様、動脈硬化の
危険因子となります。食事の影響を
受けやすく、早朝空腹時に検査する
ことが必要です。  

高 脂質異常症、肥満、過食、糖
尿病、等

低

T‒CHO
（総コレステロール）

血液中のコレステロール値で、善玉
コレステロールのHDLコレステロー
ルと悪玉コレステロールのLDLコレ
ステロールに分かれます。高くなる
と動脈硬化などの生活習慣病の危険
因子となりますが、HDL‒CやLDL‒C
も同時に測定し、総合的な判断が必
要です。

高 脂質異常症、肥満、糖尿病、
脂肪肝等

低 肝臓疾患、栄養不良など

HDL‒C 
善玉コレステロールともいわれ、悪
玉コレステロール（LDL‒C）を取り
除き動脈硬化を防ぐといわれます。

高 脂質異常症

低 喫煙、肥満、運動不足など 

LDL‒C 悪玉コレステロールともいわれ、動
脈硬化の危険因子です。

高 脂質異常症、喫煙、肥満、運
動不足など

低

BUN
（尿素窒素）

蛋白質は体内でエネルギーとして利
用された後肝臓で尿素に変えられ腎
臓から尿中に排泄されます。腎臓の
機能を見る検査です 。

高 糸球体腎機能低下、高タンパ
ク接種、感染症など

低 低蛋白接種、多尿

CRE
（クレアチニン） 

筋肉に含まれる成分で、毎日一定量
が老廃物として、腎臓でろ過されて
尿中に排泄されます。腎臓の働きが
正常かどうかを見ています。

高 腎機能障害

低

UA
（尿酸）

肉類に多いプリン体という物質は体
の中で最終的に尿酸に変えられて尿
中に排泄されます。血液中の濃度が
高くなると関節などに尿酸が沈着し
痛風発作が起きやすくなります。

高 痛風など高尿酸血症、腫瘍など 

低

Fe
（鉄）

貧血の病態把握を行うための基本的
な検査です。鉄は赤血球のヘモグロ
ビンを構成する元素で、欠乏すると
貧血を起こします。

高 肝硬変、再生不良性貧血など

低 鉄欠乏性貧血、慢性炎症性疾
患、悪性腫瘍など

生
化
学
検
査
❷

第
２
弾

小
山
新
弥

・
オ
ー
ソ
モ
レ
キ
ュ
ラ
ー
・
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン
・

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
認
定
医

・
臨
床
分
子
栄
養
医
学
研
究
会
認
定
医

専
門
医
が
教
え
て
く
れ
る
検
査
の
み
か
た



［第82号］（3）

患
者
さ
ん
が
会
計
窓
口
で
支
払
う
医
療
費

は
点
数
と
保
険
証
の
負
担
割
合
に
よ
っ
て
決

定
し
ま
す
。

点
数
は
1
点
を
10
円
と
し
て
計
算
し
、

全
国
の
保
険
医
療
機
関
で
同
じ
ル
ー
ル
（
診

療
報
酬
と
い
い
ま
す
。）
に
従
っ
て
計
算
さ

れ
ま
す
。
例
え
ば
70
歳
未
満
の
方
は
原
則

3
割
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
方
が

病
院
に
受
診
し
て
2
，0
0
0
点
の
医
療
を

受
け
た
ら
、
本
人
が
窓
口
で
支
払
う
金
額

6
，0
0
0
円
と
な
り
ま
す
。（
後
期
高
齢
者

等
1
割
負
担
の
場
合
は
2
，0
0
0
円
で
す
。

10
円
未
満
は
四
捨
五
入
さ
れ
ま
す
。）
点
数

の
内
訳
は
診
療
明
細
書
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
保
険
医
療
機
関
の
設
備
や
人
員
等
の
基

準
に
よ
り
算
定
で
き
る
も
の
が
異
な
り
ま
す
。

入
院
さ
れ
る
方
や
化
学
療
法
等
、
高
額
に

な
り
や
す
い
医
療
を
受
け
る
予
定
の
方
は
支

払
い
が
不
安
な
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
方
は
高
額
療
養
費
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
高
額
療
養
費
制
度

は
、
一
定
額
を
超
え
た
医
療
費
に
つ
い
て
、

自
己
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

こ
の
上
限
額
は
、
年
齢
や
年
収
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
高
額
療
養
費
制
度
の

利
用
に
は
、
事
前
に
保
険
者
へ
「
限
度
額
適

用
認
定
証
」
交
付
の
申
請
が
必
要
で
し
た
。

　

し
か
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険

証
と
し
て
登
録
し
て
い
る
場
合
は
こ
の
申
請

が
不
要
と
な
り
ま
す
。
窓
口
で
マ
イ
ナ
保
険

証
を
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
か
ざ

す
だ
け
で
、
自
動
的
に
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
支
払
い
に
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の

方
は
、
受
付
窓
口
で
マ
イ
ナ
保
険
証
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
2
0
2
5
年
12
月
1

日
ま
で
保
険
証
は
使
用
可
能
で
す
。
12
月
2

日
以
降
は
マ
イ
ナ
保
険
証
ま
た
は
資
格
確
認

書
に
て
保
険
情
報
の
確
認
が
で
き
ま
す
の

で
、
受
診
の
都
度
、
受
付
窓
口
へ
ご
提
示
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
医
療
費
や
保
険
制
度
で

ご
不
明
な
点
や
心
配
事
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

遠
慮
な
く
当
院
の
医
事
課
へ
お
声
が
け
く
だ

さ
い
。

医事課に聞いて医事課に聞いて
みました。みました。

～医療費について～医療費について
　教えてください～　教えてください～

マイナンバーカードを
ご利用ください。

マイナンバーカード顔認証付き
カードリーダー



［第82号］ （4）

［ 齋藤記念病院　外来医師診察予定 ］

○印は予約不要です。　●印は午前10：30～診療です。
★印の診療科は予約制となっております。
お電話での予約又は変更等のお問い合わせは、月・火・木・金の
午後２：00〜５：00の間にお願いいたします。（☎025-773-5111）

発行日／2025年７月（Vol.82）
発行者／医療法人俊榮会　　編　集／齋藤記念病院広報委員会

診療科 医師名 受付時間 月 火 水 木 金 土

脳神経外科
福 田 　 修

午前 ８：30~11：30
◯ ◯ ◯ ◯ ◯

藤 本 剛 士 ● ● ◯ ●
小 山 新 弥 ● ◯ ●

乳腺・胸部外科
【予約制】 鬼 頭 隆 尚 午前 ８：30~11：30 ★ ★ ★ ★ ★ ★

肛門・乳腺・消化器外科 廣 田 正 樹 午前 ８：30~11：30 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

整形外科・リウマチ科
【予約制】

池 田 三 香
午前 9：00~12：00 ★ ★ ★ ★
午後 2：00~ 4：30 ★ ★ ★

巻島由紀子
午前 ９：00~11：30
午後 2：00~３：00
※第２・４木曜日

★

整形外科・リウマチ科 橋 本 俊 彦 午前 ８：30~11：30
※第２土曜日のみ ◯

内科
【予約制】

青 木 　 聡 午前 9：00~11：30 ★
廣 田 喜 一 午前 9：00~11：30 ★

神経内科
【予約制】

石 原 智 彦 午前 ９：00~11：30
※第１土曜日のみ ★

石 黒 敬 信 午前 ９：00~11：30
※第２土曜日のみ ★

三 木 健 司 午前 ９：00~11：30
※第４土曜日のみ ★

甲状腺外科
【予約制】

筒 井 英 光
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00

診察日：7/7・8/18・9/1・9/22
★

小 原 亮 爾
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00

診察日：7/16・8/13・9/17
★

小 野 怜 子
午前 9：00~11：30
午後 2：00~ 4：00

診察日：7/25・8/22・9/26
★

オーソモレキュラー外来
【予約制】 小 山 新 弥 午後 2：00~ 4：00

※詳細はお問い合せください。 ★


